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（

會
員
滔

息
欄
）

O
理

學

簿
士
三

宅
恒
方
氏
傳

ミ

ユ

ー

ゼ

ア

ム

L

の

如

き

も
少
し
は

横
窓
よ

む

來
る

光
線
も

あ
b

ま
し

た
が
、

大
部
分
は

上

方
よ

り

光

線
が

入

り

來
る

の

で

大

變
見

る

に

都
合
が

よ

く
あ
う

ま
す、

以

上

は

私
が

見
て

來
ま
し
た、

大

體
を
ほ

ん
の

坐
談

的
に

申
し
上
げ

た

に

す

ぎ
ま
せ

ん
。

　

　

　

懸
員

織
幽

　
・

　
 

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　｝

　

●
理

學
博
士

三

宅
恒
方
氏
傳
（

上
）

　
　
　
｛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

理

學
士

矢

野

宗

幹

　

　
理

學
博
士
三

宅
恒
方

君

逝
き

て

徇
二

旬
に

満
た

な

い
。

君
の

　

　
爲
め

に

其
の

事

蹟
を

明
か

に

し
て

置
く

の

は

後
進
の

務
で

あ

　

　
る

と
は

思
ひ

な

が

ら
種
々

の

事

情
は

未

だ
充

分
に

資
料

を

集

　

　
め

る

餘
日

を
與
へ

な
い

。

且

っ

悲
し
み

未
訴
な

る

時
に

人
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　一

　

　
傳
し
や

う
と

す

る

の

は

公

李
を

保
セ
れ

な
い

恨
が

め

る
。

殊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　冖

騒
嬲

籬
難
鱸

黥
戮
鏤
糲
贊

塁

　

　
時
期
に

於
て

人

に

於
て

私
は

君
の

傳
を

書
く
に

適
任
と
は

ど

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　

　
う
し
て

も
信
じ

ら
れ

な

い

が、

只

君

を

想
ふ

餘
り

編
者

の

需

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　

　
に

應

じ
て

筆
を

執
つ

だ。

從
つ

て

年
月
の

如
き

想
像
に

よ

つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　｛

　

　
た

所

も

多
い

の

で

若

し
讀
者

に

し
て

其
の

誤
を

知
ら

れ
又

は

　
　

傳
ふ

可

き

事
蹟

を
知

ら
る

監

方
は

私
の

爲
め

に

其
を

書
き

途

　

　
つ

て

載
き
た

い
、

他
日

何
等
か

の

方
法
で

其

を

資
料
に

詳

傳

　

　
を

記
し
た

い

と

希
つ

て

居
る。

　

　

　

　
｝
、

彼
の
一

生、

五

六

　

明

治
十
三

年
五

月
二

十
→

5
石
川

鯀
金
澤

市
水

溜
町

に

彼
は

産

ま
れ

た
．

父

は

石
川

縣
士

族
三

宅
恒

徳
氏、

雪
嶺
三

宅

堆
次

郎
氏

の

兄

君
で

あ

る
。

　

明

治
十
八

年
（

六

歳
）

　

彼
の

未
來

を
左

右

す

る

昆
蟲
の

探

集
は

此

の

頃
に

始
ま

つ

π
、

彼
は

其
の

頃

幼
稚
園
に

あ
つ

陀

が

從
兄

上

村
勝

爾
氏
（

今
盛
岡
高
等

農

林
學

校
教
授
〉
の

父

は

石
川
縣

師
範
學

校
の

敏

論
で

め
つ

た

關

係
か

ら
學

校
に

集
め

て

あ
つ

だ

標

本
を
見

做
っ

て

勝
爾
氏
が

昆

蟲
や

植
物
を

探

集
す
る

の

を
見
て
、

彼
も

亦

昆

蟲
を

集
め

陀。

其
の

頃
父
は

東
京
に

住
し

彼
は
租

父
母

と
共
に

金

澤
に

居
陀

。

　

明
治

十

九

年
（

七
歳
）

　
租
父

沒
し

頑
母

と
共
に

主

京

し
て

牛

込

の

父

の

家
に

親
の

愛
に

浴
す
る

身
と

な

つ

た
。

然
し
昆

蟲
を
操

集

す
る

事

は
一

時
止

め

だ。

　
明

治
二

十
四

年
（

十
二

歳
）

　

再
昆

蟲
の

綵
集
を

始
め

だ
。

　
明
幺
旧

二

十
亠

ハ

年
へ

十
四
ぬ

威
〕
　

亠

ハ

月
二

日

異
母

妹

幾
代

産
ま

れ

た
。

　
明

治
二

十

七
年
へ

十
五

歳
）

　
此

の

頃
麹
町

涯

番
町
に

住
し

東
京

府

尋

常

中
學

校
（

後
の

府
立

第
一

中
學

校
）

に

通

學
し

だ
、

其
の

二

年
級
で

あ
る

。

其
の

頃

同
校
の

敏

諭
で

あ
つ

だ

鋪
山

信

順
氏
（

後

理

學
士

と
な

り

明

治
三

十
九

年

沒
）

が

博
物
の

研
究

を
獎
勵
せ

ら

れ

た

爲
め

に

生
徒
の

間
に

熱
心

な

研

究
者
が

少
く

な
か

つ

だ、

彼

も

亦
其
の
一

人
で

同

級
に

は

鈴
木
正

美
、

岩
崎

眞
雄、

神

東
惇、

小

野

保

吉
な

ど
昆
蟲
の

綵
集

家
が

多
か

つ

た、

彼

は

其
の

研

究
の

結
果
「

甲
蟲
誌
一
二

卷
を

書
い

だ
，

N 工工
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明
治
二

十
八

年
（

十
亠

ハ
岨

威
）

　

昆

蟲
雜
釜
融

第一
二

號
に

「
丗

壘

灣
の

塾

コ

ジ

ラ

ミ

に

就
て
一

を

書
い

た

恐
ら

く

彼
の

研

究
を

公
表

し
た

最

初
の

も
の

で

あ
ら
ぶ
、

其
の

後
此
の

雜
誌
に

は

二

三

投
書

し
た

も

の

が

め

る
。

多
分
此

の

年
の

事
で

あ

ら
ふ

不

幸
に

し
て

彼
の

父

は

臺
灣
の

客
舍
で

赤

痴…
の

爲
め

に

四

十
歳
で

逝
い

だ
。

艘
の

父

は

法
學
士

で

臺
灣
總

督
府
に

職
を
奉
じ

て

贋
だ

の

で

め

る
。

未

來

あ
る

父

の

死

は

其

の

子

を
一

臀

暗
く

し
た。

大

志

を

抱
ひ

だ

彼
の

父

は

家

産
を

修

め

る

や

う
な

事
は

し

な
か

つ

セ

の

で

彼
の
一

家
は

貧
困

に

泣
か

な

け
れ

ば
な

ら
な

か

つ

た
。

そ

の

上

幼
に

し

て

生

母
に

離
れ

て

居
る

彼
は

今
又

其
∂

父

を
失
つ

て

登
く
の

孤

獨
の

悲
に

心
ケ

傷

め

窪．

然
し

彼
の

組
母

は

常
に

彼
の

側
を

離
れ
な
か

っ

佗

叔

母
花

圃
女

虫
の

生
み
の

親
に

も

お

と

ら
鍛

愛

育
が

彼
の

心

に

ど
れ

丈
慰
め

で

あ
つ

た

の

で

ゐ

ら
ふ
、

　
彼
ぱ

意
を

決
し
て

米

國
に

渡
5
苦
學
し

や

う

と
し
陀

が

其
は

幸
か

不

幸
か

事

情
の

爲
め

に

邃
に

機
を

逸
し

だ
。

其
の

時
に

彼

し
た

の

で

あ

ら

ふ
。

晴
れ
だ

る

昌

に

は

探

集
に

研

究
に

日

の

暮
轟

る

も

知
ら
な
か

つ

た、

雨
降
る

日

に

は

上

野
の

嗣

書
綰
に

逋
つ

て

書
を
讀
み

闇
を

寫
し
た、

期
様
な

努
力
の
一

年
の

問
に

十

冊
許
の

　

　
　

　

　
　

　
　

　
本
が

出
來

上

が

っ

た

　
其
の

内
の

一

冊
は

の

友
人
拡

資
を
集
め

て

彼
の

牛

活

を
助
け
セ

事

も
あ
る、．

哀
れ

な

境
遇
に

置
か

れ

な

が

ら

彼
は

苦
悶
の

聞

に

も

決
し
て

昆
蟲
の

研

究

を

忘
れ

な

か

つ

た
、

彼
は

其
に

依
つ

て

只

其
の

生
き
る

途
を

見

出

（

會
員
淌

息
欄　

C
理

學

博
士

三

宅

恒
方
氏
傳

○
ご

謬
訟

霧

8｝
o

ε
霞
舞一
瀁

団

讐
解

び

ぞ
F

と
云

ふ

の

で

あ

る
σ

を
磅

究
し
て

居
ら
れ

た

池
田
作

衣

郎
氏
が

博
物
を
受

持
つ

て

居

ら

『

昆
蟲
圖

説
』

と
云
つ

て

八

百
枚

ば
か

り

の

も
の

で

あ

る
。

よ

ぐ

其
の

頃
の

事

を
語
り

な

が

ら

入
に

も

示

し
た

。

自

分
の

記
臆
は

不
確
で

は
あ
る

吊

其
の

本
仁

は

志
賀
重
昂

氏
の

序

文

も
あ
つ

把
か

と

思
ふ

。

あ
る

本

に
は

理

學

博
士

飯

島
魁
氏
に

質
問
し
セ

返

書
な

ど
も

殘
つ

て

居
セ

。

　

明
治
二
一

十
九

年（

十
七

歳
）

　
彼
の

熱
心

を

見
た

叔
父

雪

嶺
氏
は

其
の

頃

家
計
豊
か

と

云

ふ

程
で

も

無
か

つ

た

と

聞
い

セ

が

資

を
給

し
て

彼
に

高

等
の

教
育
を

し

ゃ
う

乏

決
心

し
セ

。

彼
は

私
立

尋

常
中
學

郁
文

館

に

入
學
し
た

。

彼

は

再
人
竝
の

教
育
を

受

け
得
る

身
と
な

つ

て

非
常
に

勉
強

し
陀。

其
の

頃
東

京

動
物

學
會
で

賞
を

懸
け
て

動

物
學
の

研

究
論
文
を

募
集
し
セ

、

彼
は

李

常
研

究
し
て

居
る

所

を
記
し
て

提
出

し
セ

　

　
　

　

鬘
Ω

Qo8

汐

ま
｝

冨

“

ら
5
護
o

富
¢

　

　

郁
交

館
に

は

明

治

十
年

頃
か

ら
昆

蟲

五

七

、
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し

〔

會
員

梢
息

翻
）

　

O
理

學
簿
士
三

宅
撞
方
氏

傳

れ

梶
の

で

彼
は

種
々

と
教
へ

ら

れ
る

事
が

多
か

つ

た、

　
明
治
三

十

年
（

十
八

歳
）

彼
の

東
京
動
物

學
會
に

提

出
し
て

置

い

陀

論
交
ね
二

等
賞
を

擬
せ

ら

れ

だ
（

此
の

時
一

等
賞
は

無
い
）

若

い

昆
蟲
學
者
の

喜
は

如

何
ば
か

b
だ
つ

た

ら
ふ

。

而

し
て

其
の

喜

に

驅
ら

れ

て

彼
砿

ま
つ

し
ぐ
ら

に

研
究
に

突
進

し
た

彼
は

其
の

頃

徇

番
町
忙

居
セ

の

で

あ
つ

陀
が、

友
人

と
共

に

番
町

學
衛

研
究
會

と
云

ふ

博

物
研

究
の

會

を
開
い

て

植
物
や

昆
蟲
の

研

究
を

發
表

し

あ
つ

て

居
セ

。

　

彼
が

二

十
八
年

頃
か

ら
三

十
二

年
頃
に

至

る

中
學
時
代
に

書
い

た

書
籍
襟

前

記
の

も

の

ー

外
「

昆
蟲

學
初
歩
」

一

冊、
「

、

淡
水

動
物

學
」

一

冊、
ー

げ
ん

こ

ら
う
む

し

｝

冊、

「

昆

蟲
探

集
業
話
し

三

船、

「

普
通
昆
蟲
學
」
｝

冊

「

じ
78

く
。

曙
9｝
208

＝

＄
e

帥
」

一

冊

等
が

あ

る
。

又

プ

ラ

イ

ヤ

ー

氏
日

本

蝶
譜
か

ら
産
地、

食
草、

期

筋
等
を

拔
書
き

し
其

に

和
名

を

加
へ

産

地

を

増

補
し

セ、

「

プ

ラ

イ

ヤ

墅

氏
日

本
産
蝶
譜
附

録
」
日

甜
も

あ

る
。

　

明
治
三

十
一

年
（

十
九

歳
）

　
尋
常

中
學
郁
交

舘
を・
卒

業
し

た。

　

明
治
三

十
二

年
（

二

＋

歳
）

第
扁

高
等

學

校
二

部
に

入

學
し

た
。

其
の

頃
か

ら

よ

く
理

學
博
士

佐
々

木
忠

次

郎
氏
の

宅
を

訪
ね

て

昆
蟲
の

事
を
聞
い

た
。

始
め
て

先

生
の

宅
を

訪
ね

た

時
な

ど
は

得

憶
の

毘

蟲
寫
生

個
を
見
て

貰
つ

て

博
士
の

冷
評

を
買
い

落
謄
し

た

事

も
あ
る

と
云

ふ
。

　

明

治
三

十
四

年
（

二

十
二

裁
）

　
「

初
學
見

蟲
採

集
法
」

と

云

ふ

小

さ

な

本
を

東
洋
轍
か

ら

出

版
し
72．
定

價
十
五

錢
で

あ

る
。

當
時
綵

集
を

し

て

居
た

學
生
に

は

喜
ば

れ

た

本
で

あ

る
．

彼
の

公

刊
し
た

五

八

著
書
の

最
初
の

も
の

で
あ

ゐ
。

此
の

年
か

ら
死

の

時
黛
で

住
ん

で

居
だ

赤
阪

厩

新
坂

町
八

十
二

番
地
藍

移
っ

だ
。

　
高

等
學
校
で

は

動
勃
學

を
理

學
博
士

五

島
清
太

郎
氏
に

學
ん

だ

博
士

の

嚴

絡
な

敏

育
が

長
く
囑

自
の

磅

究
法
に

溝

足
し
て

居
舵

後

に

と

つ

て

新
し
い

數
化
を

齎
ら

し
捏

轟
を
彼
は

終
世
忘
れ

な
か

つ

セ
。

　
明
治
三

十
五

年
へ

二

十
三

蔵
）

　
七
月

第
｝

高

等
學
按
二

部
を

卒

業
し
た

彼
は

直
に

束
京
帝
國

大
學
理

科
火

學
動
物

學
科
に

入

學
し

控、

理

學
濾
土

箕
作

佳
吉、

全

飯
島
魁

、

全
渡

瀬
伍
三

郎
の

三

激

授
に

つ

い

て

動
物
學
一

般
の

研

究
を
な

す

と
共
に

特
紅

蛾
類
の

碍

究
に

熱
中

し
た

。

　
明
治
冒
一
十
山

ハ

な
申、

二

十
四

歳
》

　
酒
勁血
吻跏
攣

雜
畆

誌

叢
　
「僧
凵

宏コ
廉
紫
蛾
a
顛

圖
詮
」

を

出
し

初
め

だ
。

昆
驫｝

砺
究
者
槭

と
つ

て

は

其
穏

大

き
な

喜
び

で

あ
つ

陀、

庇

は

數
年

周

斯
績
し
た。

　
明
治一
二

十
八
へ

一
一
↓
ー

亠

ハ

幽

威
）

　
・

七
彑
月

工

丁

酬

月
H

束

京
帝
観
工
八曲
學

理

科

大
學

動

物
學
科
を
卒
業
し
控、

直
に
大
學

院
に

入

つ

て

昆
灘

學

を

専
攻
す
る

事
に

な
つ

て
。

破
の

終
世
の

目
的

で

あ
う

希
驚
で

あ
つ

陀

昆
蟲
學
の

硯
甕
に
一

意
沒
頭
す
る

日

が

來
盤

の

で
あ
つ

粍
。

彼

は

卒
業
論
文
の

爲
め

に

前
年
七

月
か

ら
『

颯
の

蛹

時
代
に

於
け
る

灑
化
』

に

就
い

て

研
究
し
て

居
だ

の

で

其
の

結
果
を

獨

逸
文
で

出

し
セ
、

然
し

其
は

徇

績
い

て

磅
究
す
る

考
か

ら

即
刷

し
な

か

つ

把

も
の

で

六

月
の

動
物

學
會
例

會
で

其
の

概
要
を

報
告
し

動

物
學
雜

誌
に

其
の
一

部
を
書
い

た

の

み

で

あ
つ

π。

　
＋
｝

月
二

す
八

厩

農
商
務
告
か

ム

農
事
試
驗
場

扛

於
む

る

害
蟲
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’

號 八 十 八 百 三 第 誌 雜 學 物 動（le3）

に

覦
す
る

試
驗

井
調

査
を

囑
託
せ

ら
れ

手

當

と
し

て

月
三

十

圓
を

給
せ

ら

れ
た

。

重
に

分

類
の

方
函
の

研

究
を

し
た

。

　

悶

治
三

十

九

年
（

二

十

七

歳
）

　
五

月
九

日

第
一

臨

時

教
員

養
成

所
博
物

科

講
師
を

囑
託
せ

ら
鵜

だ
。

十
一

月
に

文

部
省
か

ら
教

員

見
許

令

第
三

條
に

依
わ

樽
物
學

科
の

激

員
だ

る

こ

と
を

免
訐

せ

ら

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　｝

れ

だ
、

此
の

頃
は

重
に

鱗
翅
類

殊
に

喜
灣
の

も
の

を

研

究

し

て

｛

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　 

距

蕃
叶

亀
爭

8
ぎ
O

蠡
O
譜

鼠
一

Φ

づ

Σ
つ

茖
の

影

h3

ヨ

曷
O
吋

昌

さ

霽
へ

》
ご

罫

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　一

凶

8
ド

豺
で・響

く
o
劉

ノ
MH

し

を
拙
版
し
た

歐
文
の

論

文
を

發
表

し
た

最

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　…

初
の

も
の

で

ゐ

る
。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　 

　

明

治
四

十
年（
二

十

八

歳
）

　
九

月
†

八
日

に

東
京
帝
國
大

學
農

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　 

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　 

科
大

學
助

手
に

任

せ

ら
れ
六

級

俸
を

給
せ

ら
往

だ、

佐
々

木

博
士

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　　

の

下
に

研

究
す
る

こ

と
に

な

つ

セ

の

で

あ

る
。

十
月
か

ら

其
頃

休

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　…

刊

し
て

居
陀

日

本
昆

蟲
學

會
の

雜
誌

を

發
行

す
る

こ

と
に

な

つ

て

　　

日

本

昆
蟲
學

會
會
報
の

名
で

彼
が

編
輯
す
る

こ

と
に

な

も

鑾
々

四

　一

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　一

十
二

年
の
一

月

ま
で

に

十
三

册
を

出

し
詑

。

彼
の

論
交
も

其

に

四

　〜

つ

諱

街
て

居
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

　

明
治

四
歩
一

年

二

十
九

歳
）

　

十
一

月

三

十
日

に

五

綴

俸
を

給

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　 

さ

れ
セ

。

彼
は

此
の

頃
か

ら［
，

シ

リ

ア

グ
ム

シ

」

の

研

究
を
始
め

て

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　一

居
て

此
の

年
か

ら

數
編
の

論
丈

を

農
科
大

學

紀

要

に

出

し
て

居

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　一

る
。

無
論

蛾
の

類
の

硯
究
も
楳

集
も

徇

績
け

て

は

居
陀

の

で

其
の
　一

論
丈

も
此
の

後
數
年
問
は

績
い

て

嵩
し
陀

。

　

明

治
四
十
二

年
（

三

十
歳
）

　
彼
は

研
究
の

暇
に

職
醫
學
士

内
田

清
之

肪
氏
と
共
に

句
o
〆
o

謬

の

甲】
罠
o

諺
o｝
o

σっ

冥

≦

芭

ζ
o
隸
く

2
長
訴（）

劈
同

量
蟲
。

巴

曁
凄
。

8
。

喜
署
・

舞
を
譯

し

始
め

だ
。

（
會
風
滑

息
欄
VO

理

學
博
士

三

宅
飽
方
現

驚

　

明
治
四

十
三

年
（

三

十
一

義
）

　
内
田

黥
醫
學
士

と
の

共

譯
q

ふ

を
る

そ
む

氏

昆
蟲

學
』

を
警
醒

魅
か

ら
出

版
し

麺
、

其
の

頃
ま

で

は

日

本
の

昆

蟲
學
界
は

分

類
の

方
や

應
用
の

方
の

本
は

持
っ

て

居

た

が
一

般
的
な

純
粹
な

昆
蟲
學
の

本
が

全
く

缺
け

’

て

居
た

と

云
つ

て

よ

い

状

態
に

め

つ

た
の

で

此
の

本
の

碍
版
が

臼

零
の

昆
蟲
學
の

發

達
を
助
け

た

事
は

可
な
り

大
き
い

も
の

で

あ
る

南

と

信
ぜ

ら

れ

る
。

彼
は

叉

蛾
や
「

シ

ジ

ァ

ゲ

・

こ
の

研

究
報
告
を

禹
し
た

ぱ
炉

り

で

な

く
「

カ

マ

キ

リ

モ

ド

キ
」

の

論
交
を

出
し
だ
弼・

　

此
の

年
三

月
二

十
一

日

に

河

本

氏
安
子

と
結

婚
ド）
だ

。

彼
の

長

い

孤

獨
の

生

活
か

ら
の

が

れ
て

安

慰
に

滿

ち
だ

家
庭
を

得
た

事
が

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ヒ

彼
の

研

究
に
却
耕

し
い

カ
を
輿
へ

た

事
は

如
何

ば
か

り

で

あ
つ

た

ら

5
。

　
 
四

治

四
十
四
h

ヰ
（

一
二

十
二

蕨
）

　
彼
は

蛾
よ
』

り

も
シ

ヲ

ア

ゲ

ム

シ

の

磅

究
に

沒
蹟

し

て

居
犯

。

　

明
治
四

十
五

年
（

大

正

元

年
X
三

十

三

歳
）

　
十
…

月
二

十
三

日

長

女
艶
子
が

産

ま
れ

セ
。

シ

リ

ア

ゲ

ム

シ

の
一

種
の

生
活
史
の

研

究
を
完

結
し
て

贅

表

し
た

。

　

大
正

二

年
（

三

十

四

歳
）

　
十
二

月
二

十
六

臼

四

級

筆
を

給
さ

れ

陀
。

後
の

心

血
を
注
い

だ
シ

リ

ア

ゲ
ム

シ

の

論
交

「
G 麿

雪
身

丞

∋

夢
o

宕
ooo

署
o

冨
。
h

豺
嚇
詈．

」

を

農
學
大

學

紀
要
で

發
表

し
π

此
の

論
文
に

な
つ

て

彼
の

眞
價
が

遍
く
内

外
の

學
界
に

認
め

ら
れ

る

に

至
つ

た
。

　

大
正

三

年
（

三

十
五

歳
）

　
四

鍔
二

十
二

日

に

前

年
出

版
し
た
シ

ヲ

ア

ゲ
ム

シ

の

論
文
で

理
學

博
士
の

學
位

を
文

部
大

臣
か

ら

受
け

五

九

声
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（104丿大正十年二月十五日

（

會

員
滄
息

欄
）

　
○

理

墨

博
士
三

宅

恒
方
氏

傳

だ
．

六

月
に

は

長
男

恒
雄
が

産
ま

れ
た

。

彼
は

喜
び

に

満
∵
り

て

新

に

筆
を

執
つ

て
『

昆
蟲
學

汎
論
』

の

稿
を

起
し
た、

　
大

正

四

年、

三

十
六

歳
）

　
此
の

頃
彼
の

水

繪
の

技
が

非
常
に

進

ん

で

豪

だ
。

無

論
幼
少
の

頃
か

ら

鱠
に

巧
で

は

あ
つ

だ

が

其
が

多

く
は

昆
蟲
の

標
本

的
の

繪
に

費
さ

汽

て

居
だ

の

を
藝
術

の

方

面
に

轉
じ

陀

の

で

休
暇
は

多
く
は

寫
生
の

爲
め

に

費
し
て

居
た

、

板
倉

賛
治
氏
な

ど
は

よ
く

同
行
せ

ら
れ

た

が

其
の

他
此

の

方

面
の

入
に

多
ー

の

友
人
を

有
ち、

其

等
の

會
合
に

も
禺
入

し
て

居
に

。

上
野

の

秋
に

彼
の

製

作
を

見
控

入
も

多
い

で

あ
ら

う
．

　

大

正
五

年
（

三

十
七

歳
　

五

月
に

彼
の

最

愛
の

長
男

恒
雄
が

病

死

し
セ、

彼
の

悲

嘆
は
一

通
で

な

か

つ

だ。

十
月

二

十
七

日

に

二

男
恒
二

が

産
ま

れ

陀

け
れ

ど
も、

産

れ
な

が

ら
に

病
弱

で

あ
つ

た

二

男
の

出
産
は

只

長
男
の

死
の

悲

を
一

層
重
く

す
る

に

過

ぎ
な

か

っ

た
、

彼
の

心

は

ひ
陀
す

ら
に

寂
し

か

つ

た。

　

六

月
十
三

H
農
事
試
驗

揚

技
師
に

任
じ

ら

れ

高
等
官
六

等

に

叙

せ

ら

れ
十
一

級

俸
を
下

賜
セ

ら
れ
た，

農
事

試
驗

揚
の

昆
蟲

部
の

主

任

に
な

つ

控

譯
で

あ
る
、

六

月
二

十
八
日

附
で

東
京
帝
國

大

學

農
科
大

學
實
科
講
師
を

囑

託
せ

ら

れ

た
。

彼

は

林

學
實
科
と

農
學

實
科
の

昆
蟲
の

講

義
を

前
か

ら
受

持
っ

て

居
た

の

で

あ
つ

陀。

六

月
三

十
日

に

正

七

位
に

叙
せ

ら
れ

た．

　

大
正
亠

ハ

年
（一
二

十
八心
籏
）

　

亠

ハ

月
山

ハ

日

に

朝
鮮
總
翻

嘗

府
か
・
ら

朝

鮮

に

於
け
る

各
種
有

盆

有
害
蟲

額
に

關

す
る

調
査
を

囑

託
さ

れ

セ、

其
で

夏
の

間
朝

鮮

各
地
を

採

集
し

た
．

四

月
に
「

昆
蟲

學

汎
諭
 

上

卷
稿
本
が

完
成

し

セ、

六

月
二

十

日

に

書
肆
裳
華

房
か

ら

發

賣
し

六

Q

　

π。

日

本
の

昆

蟲
學

界
に

あ
っ

て

は

其

を
著
し
い

出
來
事

の
一

っ

　

に

算
へ

て

も
よ

い

で

あ

ら

う

　
分
類
以

外
で

何
か

知
ら

う

と
す
れ

　

ば

僅

か

に

彼
の

譯

書
「

ふ

を
る

そ
む

氏

昆
蟲
學
」

以

外
に

外

國
の

書

　

に

頼
ま
な

け
れ

ば
な

ら
な

か

つ

た

の

に、

始
め

て

邦
語
の

詳

し
い

　

需
籍

を

得
て

如
慨

ば
か

り

昆

蟲

研
究
者
が

利

盆

し

だ

事
で

あ

ら

　

う、

殊
に

齔
の

書
の

賞
す
べ

き

は

本

邦
で

な

さ

れ

セ

研

究
を

廣
ー

｝
　

引
用
せ

ら
れ

セ

點
で

あ
る
。

宀
　
　

大

正

七

喪．
二

＋
九

歳
）

五

月
三

＋
一

日

朝

鮮
總

督
府
か

ら

勸

へ
　

業
模

範
揚

害
蟲

調

査
事

務
を
矚

託
せ

ら

れ
年

手
當
六
百

圓
を

給
せ

…
　

ら
れ

た
、

其

で

其
の

夏

再
び

朝

鮮
各
地

に

昆
蟲
を

採

集
し

陀
．

十

｝
　

二

月
二

十
一

日

に

高

等
官
五

等

に

叙
せ

ら
れ

十

級

俸
を

賜

は
つ

｝一
　

た
。

へ　
　

　
【
二

月
十
⊥
ハ

冖

口

　
→
二

旧

刀一
二

郎
が
吉

産

ま
れ
ヤ冖、
　

彼
租

長
田

刀

に

封
事
る

飜
轟

繰
驫

繋
難
撫
耡

雛

し

礼

シ

孕
ゲ

・

シ

曩
し
て

行
つ

暮
に

篠
な

研

究
で

あ

　

る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

V

　
　

大
正

八

年（

四
十

歳
）

　
四

月
二

十
八

日

に

病
霧
で

あ
つ

セ
ニ

男

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　、

　

は

此

の

世
の

苦
痛
か

ら

去
つ

た
。

　
　

一

日〃
二

十
日

に

從
亠

ハ

位
に

叙
せ

ら
れ

把
。

　
♪
』

月
十
五

日

に

狩

獵

　

法
施

行
に

關
す

る

講
習
會
の

講
師
を

農
商
務

省
か

ら
命

ぜ

ら

れ

　

セ
。

九
月
二

十
二

日

附
で

東
京

帝
國
大

學
農
學

部
か

ら

實
科
講
師

5
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、

、

號 八
：
十 八 百

』
三 第 誌 雜 學 物 動（、105）

を

解
か

れ

新
に

同

學
部
講
師
を

囑
託
せ

ら
れ

手

當
四
百

圓
を
給
せ

ら
れ

だ
。

　
．

彼
の

大

署
『

昆
蟲
學

汎

論
」

下

卷
楓

十

月
に

世
に

出
で

陀
。

彼
は

病
の

爲
め

に

充
分
に

カ
を

纛
す

事
が

出
來
な

か

つ

π

と

云

つ

て

居

る

が、

　一

般
は

前
に

も

増
し
て

此

の

書
を

賞
賛
し

だ
。

彼
は

又

前

年
來

集
め
て

居
π
『

食

用
及
藥

用
昆

蟲
に

關
す
る

報
告
凸

を
公
に

し

セ
。

日

本
の

様
に

昆

蟲
を
多
く

食

用
や

藥
用
に

使
ふ

國
で

は
此

の

調
査
は

必

要
で

且

つ

趣
味
あ

ち
も
の

で

あ
っ

陀
。

　

　
大
正

九
年
（

四
十
一

歳
Y

七

月
一

月

九
級

俸
を
下
賜
せ

ら
れ、

次
い

で

十
二

月
二

十
一

日

に

は

八

級
俸
を

賜
は
つ

た
。

昆
蟲
學
汎

論
上

卷
は

已
に

第
一

版
を

賣
り

毳
し
て

第
二

版
を
印
行

し
た

。

」

　

　
彼
の

愛

妻
の

長
く

病

臥
七
陀

事
は

彼
の

心

を

暗
く
し
尨。

彼
は

其
の

頃
か

ら
文

藝
的
作

晶
に

其
の

想
を

や
b
始
め

π、

雑
誌

新
小

説
に

出
た、

『

我

輩
の

電

車
觀
』

『

愾
車
觀
』

『

私
の

宿
屋

觀
』

又

は

．
『

大

阪
毎
日
』

に

出
し
陀

も
の

な

ど

多
ぐ
の

讀
者

を
引
き

附

け
セ

も

の

で

あ．
つ

忙
。

　

　
大
正

十

年
（

四
十
二

歳
）

　
輔

月
二

十
五

日

彼

は
不
快

を
戚
じ

だ

二 ．
十
八
日

臼

金
の

傳
染
病

研
究
所
に

入
院
し
セ

。

初
め

流

感
か

と

思
つ

π
の

が
「

膓
窒

扶
斯
」

で

あ
る

事
が

わ

か

つ

セ
。，

二

月
蝋

日

に

は
已

に

意
識．
が

明
か

で

な

か
つ

π
、

翌

二

日
の

午
后
一

時
に

は

も

．
ラ
呼
べ

ど

も
答
へ

ぬ

彼

で

あ
つ

陀
．

三

日

高
等

官
四
等
に

叙
せ

ら

れ

七

級
俸
を

下

賜
せ

ら
れ

正

六

位
に

叙
せ

ら

れ
た

。

其
の

夜
桐
ケ

谷
火

葬
場
に

迭
つ

陀、

吹
雪
の

劇
し
い

夜
で

あ
つ

乾
。

　

　
五

日

午
后
二

時
青
山

齊
揚
で

佛
式
で

告
別

式
を
行
ひ

青
由
墓
地

（

會
員
淌
息

欄
）

　
O
在
紐

育
箕
浦
忠

愛
君
の

普

信

5r

￥｝

に

葬
つ

た
．

．

在
紐
育
箕
浦
忠

愛
看
の

音
信

　
吉
田

貞
雄

君

と

は

度
ζ

あ
ち

こ

ち

で
出
會
し

羨

し

糞、

同

志
の

士

と

外
國
で

躡

會
ふ

の

は
楡

快

で

す
、

本
多
需

は
此

秋
か

ら
「

凧

ソ

シ

虐

バ

ニ

ア
」

大
學

に

行
き

ま

し

れ、

こ

こ

に

米

國

第
一
の

細
胞
形
態
學

の

本
山
で
ず

。

「

シ

カ
ゴ

」

は

弛
の

大

學
と

よ

ほ

ど

變
つ

て

い

て、

動

物
學
り

第
一
線

に

進
む
も

の

の

行

く

處

で

寸、

其

覺
悟
で
な
い

と

失

望

も

す

る

し、

不

便
で

す
、

僕
も
あ

ち

こ

ち

見
物
し

ま

じ

れ

が、

實
驗
動

物
學
の

先

頭
な

措

揮
し

て

伽

る

の

は、
「

シ

ヤ

ゴ

」

の

動

物
學
で

あ
る

と

信

じ
ま

す
、

僕
は
†
一
月
＋
一

日、

五

年
餘

も

佳

み

な

れ

ね、
「

シ

カ

ゴ

〕

な

後
に

し

て

族
行

な

初
め
「

ピ

ッ

ツ

バ

ー
ク

」

（

「

カ

ー
ネ

ギ

i
」

の

博

物

館
）、
「

ワ

シ

ン

ト

ン
」

（

國
立

博
物
館、

勁

物
園
其
他
）、
］

ボ

ル

チ

モ

彫
ア
」

（
「

ジ
＝
冫
ス

ホ

プ

キ

ン

ス

」

大

學、

大
學
ば

小

さ

い

が

研
究
ぼ

立

派

で
で
）、

「

フ

ィ
ラ

デ

〃

フ

ィ

ア
」

（
「

ペ

ン

シ・
那

バ

ニ

ア
」

大

學
大

學
ば
立

汲
だ

が
「、
研
究
は

第
二

流

博

物
館、

動

物
園、
「

カ

ー
ネ
ギ

ー
」

の一，
ウ

イ

ス

ぶ

ー
」

研
究
所
こ

こ

に
成
長
に

嗣

ず

る

研

究

で

は
實
に

立

依）、
「

ニ

ュ

ー
ヨ

ー
ク
）
よ

り、

二

＋

日
「

ロ

ン

グ

ア

イ

ヲ
ン

ド
」

の、
實

驗

所
に

到

着
し

ま

し

れ。

僕
の

こ

こ

に

來

力

理

由

拭

僕
の

研
究
に

對
し

て

非
常
に

面

白

e

研
究
材

料
が
あ

る

の

と
、

僕
の

磅
究

し

て

ゐ

る、

事

柄
に

關
し

て、

轂
も

關
係
の

深

い

第
一

流
の

學

者
が

ゐ

る

事
と

で
す、

其
上

數
ケ

年
間

希
望

し

て

ぬ

れ

處、

此

の

度

「

リ

ド

〃
」

氏

が
「

シ

カ

ゴ

」

に

來

て、

是

非

と

も

來
い

と

大

に

歡
迎

さ

れ
六

の

で

早
速
決

定
し

れ

の

で

す
、
　
こ

こ

ぱ
邇
傳

r
關
す
る

實
驗

所
で

十

人

ば
か

り
の

學
者
が

朝
か

ら
晩

ま

で
磅
究
し

て

い

ま

す、

所

長

は
此

の

方

面
の

大
家
で

あ

ゐ、
「

ダ

ー
プ
ェ

ン

ポ

ー
ト

」

先

生

で
す

。

一

寸
之

れ

等

の

人
々

の

研

究
題

目

な

左
に

記

し

て

み
ま
ぜ

う
。

　
H
γ

O
署
9
も

窪
げ

氏

は

主

と

し

て

人

類

に

闘

す

る
、

齢

犇
 

巳
窪

の

硯
究、

　
噂

γ

国

罫
ヨ
Φ・
氏

は
の

靄
。ロ

霽（
ぐ

で

あ

つ

て
生

理

化

學
的
の

碗

究

で

ず
、
　
。。）・

嵐
言
。

霞
匹・

氏
は
同

じ
く

砂

舞
Q。

宕
身

で

す、

専
　
眤
甼

9P

氏

は
形

態
上

よ

り、

o。

露

な
研
究

し、

又

Q

署
 

詈｝
髯

鑑

の

磅

究

奄

し

て

ゐ

ま

す、

 〉’

ご
け

菖
 ゜
．

氏

は、

函
畧゚

や

騨

団
op

の

遺
霹
の

磅
究

な
や

つ

て

e、
圭

ず
、

　
函

γ

　
客
彰

訂

酔

b
昌

量
諠（∀
p

の

兩
氏

は

鳳
 一．
監
霊
k

の

9、
け

鮎〔
唖
o
巴

の

研

究、

“

ア

騾

色
＝
ロ

孕

氏

は

植

物
逡
傳
の

O
畧
o

ご
σ∈

￥

六
一
・
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